社会福祉法人あかしあ労働福祉センター

２０１８年度事業計画
1． 基調方針
―事業創設３０周年・法人設立２０周年を、新たな歴史を創るたしかなステップに―
（１）３０年の歴史を確かめ合い、どんな厳しい情勢下でも、全国の仲間といっそう団結と絆を強めて前進する２０１８年度に
「働いて社会に参加して、年金に工賃をプラスして自立した生活がしたい」
「入所施設ではなく、障害のない人と同じように、地域で暮らしたい」
そんな切実な願いから身体障害者アカシヤ会旭川支部（現・旭川アカシア会）の障害のある仲間たち１２名（職員なし）の手によって無認可共同作業所「手づくり工房あかしあ」が１９８８年４月に開設されてから３０年を迎えました。
１９９７年１１月に社会福祉法人を設立し、現在では８カ所の法定事業所で、約１３０名の通所による利用者、約３０名のグループホーム入居者、年間のべ５０００件を超える相談支援など、障害のある人にとってのかけがえのない大きな組織として発展してきたことは間違いありません。
しかし、作業所で働く仲間たちの所得保障をはじめ、障害のある人たちや家族の生活実態は、３０年前とまったく変わらないどころか、むしろいっそう厳しくなってきているというのがわたしたちの実感です。
とくに２００６年４月に障害者自立支援法（現・障害者総合支援法。以下「自立支援法」と略。）が施行されて以降の１０余年にわたり、制度的な支えが何もないなかで、工賃向上や就労移行が強調され、その成果だけが評価される給付システムが導入されるようになりました。これは現場にとって、実に大きな矛盾と困難を与えています。
例えば、自立支援法の施行に伴い、国は授産設備に対する設備整備費補助を廃止しておきながら（旧法からの移行対策の一時的補助のみ）、現場に対しては工賃向上を押しつけ、一方で自立支援法により、営利企業を事業に参入させることで競争原理を持ち込み、軽度障害者の「争奪戦」のような構図が地域で露骨になってきました。その結果、生産性の低い重度障害者と営業力のない職員が排除され、もはや「現場に福祉なし」とも言えるような状況がつくられてきたのです。そして、自立支援法施行から１０年が経過した現在、営利企業が運営する就労継続支援Ａ型事業所では、契約利用者の大量解雇や事業所の廃業問題が全国で噴出してきています。
さらに、２０１８年度からは、前年度に成立した「地域包括ケアシステム推進法」の施行に伴い、広範囲にわたり、さまざまに関連施策の後退が懸念されています。
その端的な例が２０１８年度報酬改定に顕著に表れています。
その代表例が、まずは昨年末に利用者の給食提供のための食事提供体制加算の廃止問題に現れました。通所利用者の給食保障のための食事提供体制加算は、栄養価を計算し、重度障害のある仲間のために配慮された調理を行い提供するためのもので、材料費以外の人件費は公費によって支援する仕組みでした。しかし、国は給食提供に係るコストすべてを全額利用者負担にする方針を打ち出しました。国のこの企ては、２０１７年末のわたしたち全国の猛烈な反対運動により、一転して当面は継続させ、廃止を断念させることができました。
ただし、改定された報酬額全体でみるならば、生活介護事業を含め利用者の就労定着（就職）の成果が重視され、就労継続支援Ｂ型事業では、利用者に対する平均工賃額を７段階に区分する基本報酬を導入し、生産性の高い利用者とそうでない者、就職できそうな者とその見込みのない者をいっそう序列化する内容となり、そのことが現場にどのような影響を与えるのか、たいへん大きな懸念がもたれています。
上記のように、３０周年を迎えた今なお、障害者をめぐる情勢は、いっそう厳しい状況が続いており、この状況は引き続き深刻化することが想定されます。
わたしたちあかしあ労働福祉センターは、手づくり工房あかしあの開設以来、どんな障害があっても、そしてどんなに障害が重くても、この生まれ育った街・旭川で、労働を通して、人間としてのゆたかな発達と権利が保障され、人生の主人公として輝ける地域づくりをめざして、日々の実践と運営をすすめてきました。
今日の発展は、その歴史が決して間違っていなかったことの証しであり、この３０周年という節目にあたり、関係者がともにその歴史をあらためて確かめ合い、後援会員をはじめとする市民のみなさんや、きょうされんを中心とする全国の仲間とともに、いっそう団結と絆を強めて前進する２０１８年度とすることを、まずはじめに強調しておきたいと思います。

その３０年の歩みは、２０１７年９月に刊行した記念誌『北の大地の仲間たち―ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ ｅｄｉｔｉｏｎ-』に集約されています。あらためて、歴史を共有しつつ、前進していこうではありませんか。
（２）次世代への確実な継承のための本腰を入れたとりくみを
　この３０年、事業体としては無認可共同作業所から、社会福祉法人が運営する北海道内初の３種合築（身体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精神保健福祉法）による通所授産施設へ（１９９８年）、そして現在、運営事業は、障害者総合支援法に規定する生活介護事業、就労継続支援事業（Ｂ型）、地域活動支援センター（Ⅰ型・障害者相談支援事業）、共同生活援助事業（グループホーム）、短期入所（ショートスティ）、移動支援事業、一般相談支援事業（地域移行支援・地域定着支援）、特定相談支援事業（計画相談）と、複雑で多様な事業展開に至ってきています。それは、運動の成果によって勝ち得た成果によるものですが、反面では、国の政策に翻弄されてきた側面でもあることを、わたしたちは決して忘れません。
　ただし、わたしたちが３０年間、貫き通してきたことは、障害の種別や程度を越えて、どんな障害があっても、障害のある仲間と家族の願いに応えることでした。まさに障害のある仲間たちが主人公の実践と運営を貫き通すことです。制度に障害のある仲間を合わせるのではなく、障害のある仲間と家族の願いや実態にもとづく制度の実現をめざすとりくみをすすめてきた結果、実に多くの曲折を経て現在に至っているのです。分場制度、相互利用制度、小規模通所授産施設制度、療護施設通所型制度など、いわゆる旧法時代に活用した施設制度も、わたしたちが国会請願署名など、全国の運動によってかちとった制度であり、そうした成果もしっかり引き継いでおきたいと思います。今では当たり前のように運用している共同生活援助事業（グループホーム）も、そもそも１９８０年代に運動の成果として実現した制度であり、障害者と家族の「人」としての切実な願いに応えて手に入れた、大切な「宝」なのです。
そして、その宝を事業として継承していくのも、また「人」です。
職員は現在、常勤・非常勤合わせ、およそ１００名を擁し、組織的な研修努力の成果もあり、人権感覚と発達保障の思想と理論に基づく実践力は、一定の水準にあると自負しています。
しかし、常勤職員の平均年齢は４３歳で、青年採用に重点を置くなど努力をしつつも、１０年前と比べて確実に職員も高齢化に向かいつつあると言えます。
この先、４０周年、そして５０周年を迎え、まだまだ切実な若い障害のある仲間たちの地域での生活や高齢期を支えるためには、今のうちから次世代の人材を育成し、組織運営を委ねる活動に重点を置くことが求められています。
そのために、３０周年を迎えたこの機に、可能な限りの思い切った役職員人事を敢行し、本腰を入れて次世代に向けた人材育成にとりくみます。
（３）みんなの手で創りあげる３０周年記念事業
　
のべ約１０００人にも上る後援会員をはじめ、多くの市民のみなさんのご支援がなければ、３０周年を迎えることはできませんでした。
障害のある仲間たちを主人公に、家族のみなさんの想いも大切にしながら、役職員が団結するという原則性がなければ、事業体としての発展はありませんでした。
どんなに情勢が厳しいときも、全国の仲間たちに連帯して運動にとりくむことで、いつも展望が拓けてきました。
　そんな歴史をより多くの市民のみなさんや、内部関係者、そして全国の関係者と確かめ合い、次のステップに向けてあゆみ出すために、当年度は３０周年記念事業として、特別なとりくみをすすめます。
　すでに３０周年記念出版『北の大地の仲間たち―anniversary edition-』は、２０１７年９月に刊行し、萌文社より発売され、好評を博しています。５冊目となる記念誌ですが、３０年のあゆみのなかで、大切にしてきた実践・運営・運動のエッセンスをコンパクトにまとめ、全国各地から反響が寄せられてきており、今後は地道に普及していきます。
記念祝賀会は２０１８年４月に挙行します。内外の関係者が一堂に会して３０年の歩みを確かめ合い、次のステップに団結して踏み出す場として重視します。実行委員会は、次世代の幹部として組織を担う現場主任を中心に構成します。
「第１３回あかしあまつり」は２０１８年７月に実施します。これまでになく多くの市民のみなさんに３０周年の感謝を伝える記念のまつりとして大々的にアピールできるような企画にします。このまつりを通して、さらに市民のみなさんに「あかしあ」の存在と運動をひろげる契機にもしていきましょう。
2． 各施設運営の方針
（1）あかしあ労働福祉センター第１・第２・第３作業所

①個別事項
ア．あかしあ労働福祉センター第１作業所

・作業部門

第１作業所はこれまでも作業での生産だけではなく、作業以外の発達保障や個別支援にも両立してとりくんできましたが、当年度もどちらかに偏ることなくとりくめるよう配慮をしていきます。
これらの両立にむけて、利用者・職員が協力してとりくんでいきます。
　　　　職員・利用者ともにお互いへの理解を深め励ましあい、正すべきところは遠慮なく言え、それをお互いに受容できる、ともに支えあえる集団づくりをめざします。
　　　　また作業に関しては、利用者自身が主体となり、生産・販売に関わり、自身の仕事について自覚や自信がもてるようとりくみます。
　　　前年度に引き続き、利用者の心身の健康面に留意し、きめ細かな対応ができるように努めていきます。
常に利用者の変化を見逃さないように心がけ、必要な支援を行います。
　生産活動に関しては以下の通りです。
· 買い手の立場になって真心のこもった商品づくりを念頭に、品質の向上や受注の増加、自主製品の開発をめざします。
· 新たな委託先の開拓を行うほか、消費者のニーズを探るための情報収集を行い、またパッケージなどの工夫をし、商品そのものの価値を高められるようにし、製品の販路と販売量の増加をめざします。
· 自助具については使用する本人の意見も聞きながら、より使いやすい物にできるよう努めます。
· 積極的かつ自主的に作業に参加していけるような雰囲気づくりを行います。
· 現在行われている「木工」「石けん」「ウエス」以外の作業についても、利用者一人ひとりの能力が十分に発揮できるような作業があれば、柔軟にとり入れていきます。
· 一人ひとりの技術レベルに応じて、できる作業の幅を広げるとともに技術向上をめざします。
その他の支援に関しては、以下の通りです。
· 面談でのアセスメントを行い、一人ひとりのニーズに添った個別支援計画に基づいて支援を実施します。
· 職員は個ではなくチーム（集団）として、知識や情報を共有しながら利用者個々の支援にあたります。
· 職員として専門性や資質の向上はもとより、生産活動での知識や技術の向上を計画的に進めます。
· 家庭やその他関係機関などとの連携を大切にし、より良い関係づくりや情報交換にも努めます。
· 整理・整頓・清潔・清掃（４S）を心がけ、作業環境の整備と安全意識の高揚を図り、常に安全第一にとりくんでいきます。
年間行事予定は以下の通りです。
	４月
	
	１０月
	スポーツ交流会(全体レク)

	５月
	花見
	１１月
	

	６月
	ソフトボール大会（全体レク）
	１２月
	忘年会

	７月
	焼肉
	１月
	新年会(全体レク)

	８月
	プール（全体レク）
	２月
	買物

	９月
	買物
	３月
	陶芸教室(全体レク)


・介護支援部門
　　
当年度の支援内容は、個々の障害の状態と能力や発達的力量などに応じ、持っている可能性を最大限に引き出すこと、仲間意識を高めながら集団づくりに力を入れて支援していくことをめざします。
日常生活が、楽しく安全に過ごせるように、個々の健康状態や身体状況をしっかりと把握し、リスクマネージメントに対する特段の配慮を行います。そのために、日常的に家庭やホームとの連携を密にとり情報収集を行っていきます。また、毎週の職員会議では日々の利用者の様子や変化などの情報交換とケア内容を把握し支援内容の統一を図ることと、よりよい支援提供のために一致団結して高め合える職員集団をめざしていきます。
（作業）
　　　　　　労働を通しての発達保障を目的として個別支援計画に基づき選択した作業に、職員とともに携わります。さらに、作業に対する意欲と関心を高める工夫を凝らし、自主性を発揮し積極的にとりくみ、作業を通して達成感を得られるよう支援します。また、身体状況に応じた自助具の工夫や、作業に集中してとりくめるよう環境の整備に努めます。
各課と協力して生産と売り上げの向上に貢献できるよう努力していきます。
(医療的ケア)

日常生活を維持するために個々の障害や疾病に対応し適切な医療行為を、医師の指示のもと継続的に行います。
(健康管理)

利用者自身が不調を自覚しても訴える事が難しいため、家族からの情報を含めて、個々の障害の特徴や症状、体調の変化をも見逃さず適切なケアを行います。
個別機能維持や障害の進行防止に必要なADL及び機能面動作支援を理学療法士より学び、習得しながら日常生活の活性化に努めます。また、せるぷコーポを利用される方は、個々のニーズ、体調の変化など、情報交換を密に行い楽しい生活が送れるよう支援します。
(食事・水分補給)

誤嚥の危険性が高い利用者が多いため、個々に合わせた食べやすく、嚥下しやすい食事形態と摂取機能(摂りこみ、咀嚼、嚥下)の観察を含め、体調に合わせた姿勢保持や食事介助の工夫、時間を配慮し安全で楽しい食事ができるよう支援します。
(感染対策と環境)

利用者の多くは、いくつもの障害を併せ持っていることから、抵抗力が低く、感染を受けやすく、体調を崩しやすい状態にあります。日頃からの手洗いや消毒剤での手指消毒、うがい、マスクの着用、予防接種などを行い、清潔な環境整備を心がけ、感染予防に努めます。また、毎日の生活を快適に送るため、環境の安全確保に努めます。
（訓練）
　　　　仲間の最大能力を活かしながら活動的に過ごせるよう、PTも可能な限り活動・作業・生活・レクリエーション等にもサポートに入っていきます。同時に周囲の仲間を巻き込みながら実施し、仲間同士の関係性や意欲を高められるよう努めます。今後予想される二次的障害の予防や、作業場面での疲労の軽減や集中力・作業効率の向上につながるように日々のコンディショニングづくりにも力を入れていきます。
他職種の職員との接点を多くし共通理解、技術を更に深め、仲間の反応を引き出しやすい生活を全体で提供し、機能維持・向上、発達支援、生活の質の向上を図っていきます。以上の中でも不十分な部分は個別訓練として設け継続していきます。また、外部の関係機関（医療施設・車椅子補装具業者・訪問リハビリなど）や家族との連携強化を継続し、情報の共有や目標の統一を図りながら包括的に支援していきます。突発的な状態変化やニーズにも臨機応変に対応、問題解決できるようプログラム追加・変更して支援していきます。
（活動面）
活動は、発達年齢と生活年齢に視点を置き、長期的な視野で、利用者一人ひとりの発達を促していくことを大きな目的としています。以下の７つの柱を中心に活動を展開し、充実した楽しい毎日を送りながら、人生をより豊かなものにしてもらえるように支援していきます。仲間の内面を洞察し、個々の能力に応じたグループ別活動の時間を新たに設定していきます。また、あらゆる生活場面の相互作用を意識し、活動性を引き出せるような運動的要素を取り入れ、メリハリのある活発な生活を送れるように支援していきます。年中行事についても見直しをかけ、マンネリ化の防止に努めます。他職種と連携し、ＡＤＬとＱＯＬの維持・向上にもつなげていきます。
≪活動の７つの柱≫
①年中行事や季節に合わせた活動（お花見、夏祭り、畑作りと収穫祭、紅葉狩り、クリスマス会、季節の部屋飾り等の制作活動等）
②仲間意識を高める活動（誕生会、各種ゲーム活動、運動と音楽活動、顔写真の刷新　等）
③日中生活動作や作業能力の向上につなげる活動（各種制作活動、あかしあ通信　等の折り込み作業、調理活動等）
④運動やリラクゼーションを図る活動（プール活動、運動と音楽活動、散歩、リラクゼーション（足湯・スヌーズレン）等）
⑤娯楽・レクリエーション的活動（各種外出レク（動物園レク、お食事レク等）、クリスマス会、買物活動、シアター等）
⑥生活年齢を重視した学習的活動（特殊な調理活動（納涼スイカ割り・お茶会等）、ピアノ演奏会、買物活動等）
⑦労働保障に向けての活動（買物活動、イオンお食事レク、あかしあ通信等の折り込み作業等）
イ．あかしあ労働福祉センター第２作業所

作業する場としての機能だけではなく、幅広い年齢層の利用者・職員がいる中で、作業を通してさまざまな人間関係の経験を積んでいく場として、お互いが衝突しあいながらも障害や病気を受け入れ一緒に協力しながら歩んでいく集団づくりをめざします。
　作業については、今まで同様にライナーネットワーク配布については年間を通して行事意外は休まずに継続して行うことで、皆勤手当も頂けるように進め、ベーカリーショップではお客様に対してのスムーズな対応や、より良い挨拶を徹底して行い売り上げを伸ばしていきます。
自主製品については、常に技術力と生産力の向上を図り、作業に対する個々の意識を高めるとともに、本人の意向や状況に応じて柔軟に作業を選べ、適切な支援が受けられるように配慮し、「わからないことや不安なことがあればそのつど確認する」「利用者同士で助け合う」ことができるように支援していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝会については、毎日行い（曜日によって行う時間は変わりますが）、「各委員会の報告」「来月の予定」「作業状況」「署名の学習会」など、板書や絵や図を活用しながら、わかりやすく内容を理解出来るような報告を心がけ、みんなが参加でき気軽に意見が言えるような雰囲気になるように努めます。
ラジオ体操については、運動不足解消のためこれからも継続していきます。「よろしくおねがいします・いらっしゃいませ・おまたせしました・ありがとうございます・しつれいします・すみません」の推進については、ベーカリーショップや販売などで外部の方と接する機会が多くなったこと、利用者・職員間で相手に対してきちっとした言葉づかいができるように、これからも継続していきます。
レクレーションについては、作業状況に合わせ、希望者のみを対象に利用者の意見を取り入れながら企画していきます。
個別ケースについては、利用者の思いや願いを少しでも実現させることができるよう、本人や家族と話しながらモニタリングを取り、必要に応じて個別支援計画の見直しをおこないます。
　個別支援計画をもとに家族・医療機関・専門機関・他の部署と連携、連絡を取り合い支援をおこないます。
安全管理については、よりよい作業環境づくりのため、「安全の心がけ」の推進と意識向上により、怪我のないように努めます。

ウ．あかしあ労働福祉センター第３作業所

第３作業所は２０１８年度も多機能型事業所（生活介護・就労継続支援Ｂ型）としてみんなで力をあわせておいしいパンの製造に励みます。

２０１８年度の利用者支援は、利用者本人の意向や想いの尊重とともに、家族の気持ちも大切にし、作業環境を中心により充実させていきたいとおもいます。２０１７年度は、支援や介助の充実のみならず、きょうされん運動にも積極的に参加できたことを踏まえ、引き続ききょうされん運動を中心に自主的な参加と、効率的な製造、販売に心がけ就労支援事業と利用者支援の両立をはかっていきたいとおもいます。

具体的な生産作業について、まず保育所関係からの定期的な注文や市内の一般企業への販売は２０１８年度も継続します。新しい製品については特に道産小麦の特徴を活かした製品開発を進めていきます。

大きな作業機械の寿命による買い替えの必要性は今後も高まってきます。厳しい状況ではありますが積立も含めできる限りの準備をしていくことで、利用者支援や製造・販売が滞ることのないよう対応していきたいとおもいます。

ベーカリーショップは、現在、第一作業所・第二作業所とともに開店準備から閉店後の売り上げ計算まで利用者が中心となって運営しております。

2018年度も利用者中心の運営を続けつつ、より効率化と販売に対する専門性を向上させ、社会参加としてだけでなく、地域のパン屋としてのベーカリー運営を心がけます。
利用者支援について、基本は一人ひとりと面談をおこない、モニタリング会議を受け同意書で確認した個別支援計画にそって支援をすすめていきます。

日常的な支援については、毎週行なっている課の職員会議で確認し、職員間での共通認識としていくように努め、本人を中心とした支援を行います。

また、生活介護事業利用者、就労継続支援事業利用者ともに定期的なモニタリングをおこない、支援計画の見直しや細かいニーズの掘り出しに努め、パンの作業だけにとどまらず、本人の意向や状況に応じて柔軟に作業を選べ、適切な支援がうけられるように配慮します。

レクリエーションについては、レクを楽しみにしている利用者の想いに応えるだけではなく、社会参加・集団活動の一環としての位置づけを明確にし、作業班全員での全体レクも含めて計画的に進めます。

今後も地域の医療機関及び他の事業所とのつながりを意識して、利用者がより健やかに就労できるよう連携を図っていきます。

衛生管理については２０１８年度も手洗い、器具の消毒等例年通り行います。とくにノロウイルスや食中毒に配慮した殺菌・消毒は欠かさず行います。

③共通事項

1． 庶務課
（報酬改定に関わる対応）
　当年度は、３年に一度の報酬改定の年で、その動向については、基調方針で詳細に述べられているとおりです。庶務課としては、就労継続支援B型の報酬の考え方が大きく変更されたこと、各種加算の変更などについて、具体的に対応をしていかなければなりません。各種届出様式の変更等はもちろんですが、行政指導監査への対応までを視野に入れて、一つひとつ確認をしながら業務を進めていきます。
同時に、今回の報酬改定によって、法人の収入がどのように変化するかについても注視していかなければなりません。増収・減収の要因が、それぞれありながらも、法人全体としては大きく変わらないと予想しています。しかしながら、その内容を詳細に検証していくと、「いかに予算を削っていくか？」という国の姿勢が見えてきます。わたしたちは、そのような国の姿勢や背景を忘れずに、「減らなくて良かった」などと一喜一憂することなく、業務を進めていきます。
（「改正」社会福祉法への対応）
「改正」社会福祉法への対応として、前年度は「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」への対応に非常に苦慮しました。今後も、この作業が決算期を前後して、大変大きな比重を占めていくことになることが予想されるため、引き続き、なるべく効率的に処理できるような方策を探ります。
（その他）
　当年度は、職員の入退職が予定されており、引き継ぎ、業務分担の見直しが必要になってきます。多少の混乱等はあるとは思いますが、滞りのないよう努力します。
なお、予算については別紙のとおりです。
2． 調理課
　当年度も、衛生管理に徹し、安全で安心な給食を提供していきます。調理器具・食器などはアルコール消毒剤や塩素系消毒剤及び熱風乾燥殺菌庫で洗浄・消毒を実施します。合わせて、厨房設備などは定期的に中掃除・大掃除を計画的に実施します。開設以来大きな修繕はありませんが、長年使用している厨房機器等の故障が起こりうる状態のものもあります。定期的に業者に点検・修繕などをしていただき、給食提供に支障がないように対応をしていくと同時に、老朽化している調理器具の入替えや、床の一部の塗装が剥がれる・木製食器棚の一部剥がれるなど修繕が必要なものに対しては、助成金などを申し込んでいき、修繕や入れ替えを考えていきます。
　食材については、生野菜など流水で３０分以上流す、加熱調理するものに関しては確実に中心温度が７５℃１分以上の温度が保てるまで２回以上計測や沸騰確認・記録を実施し、提供料理仕上がり時間を記録するなど、給食業務における食中毒の予防に努めます。食材の納品時には、食材の表面温度を測り、商品のロット番号や賞味期限を記録していきます。各納品業者から「食品安全確認書」などを提供していただき保管していきます。
　栄養管理業務及び個別支援計画については、年１回の身体測定を実施、測定結果及び生活活動強度を基に食事摂取基準の策定を行います。献立作成を行う際には、献立会議を月１回行い、栄養のバランスだけに配慮するのではなく、新しいメニューや料理を通して季節を感じられるように旬の食材を取り入れたり、行事に合わせた献立を取り入れるなどの工夫をしていきます。また、セレクトメニューやお楽しみメニューも出来る範囲以内で実施します。
　個別の食事支援については、食事の様子を出来るだけ把握し、食事の形態や自助食器の変更・導入を各課の職員・家族や必要に応じては医療機関等と連携をとりながら実施していきます。また、食事時・下膳時等利用者の食事の状況や残食量を出来る限り把握し、必要に応じては関係機関と連携を取りながら対応をしていきます。
当年度も、O－１５７を中心とした調理員の検便を月１回実施します。ノロウィルスの検便については、全国的な発生状況などを考慮しながら必要に応じて実施します。また、保健所などが主催している研修や講習会には積極的に参加し、知識を向上するだけではなく食中毒の予防方法などの情報提供をしていきます。
ウ．運営委員会

第１・第２・第３作業所が同一建物で一体的に運営していることから、当年度も各部署の責任者による運営委員会を定期的に開催し、情報と課題の共有を図ります。

エ．その他

○車両運行管理

　当年度も引き続き安全運転の管理を徹底して行っていきます。ハンドルを握る職員一人ひとりの安全運転に対する意識を高めていけるよう、各部署の主任を通して啓発活動を行っていきます。車両整備については、引き続き長く運行できるよう整備の充実を図っていきます。

○防災防犯管理

　避難訓練は年２回実施します（５月・１０月＝ＧＥＮＫＩＹＡ、デイアクティビティセンターあかしあと合同）。また、引き続き防犯意識の向上に努めます。
○健康管理

　庶務課が法人内全施設を統括し、利用者及び職員の健康診断を例年通りに実施します（６～８月）。
○清掃管理

　業者委託による清掃を年２回実施します。

○除雪管理

　業者委託による除排雪を実施します（１２月～２月）。

（２）あかしあ障害者総合相談支援センター
　
1 地域活動支援センター(Ⅰ型)

当年度も地域活動支援センターの実施要綱にもとづき、以下の基礎的事業の充実をめざしていきます。
ア　創作的活動事業（各種レクリエーション）
　　　　　職員会議や利用者ミーティングで話し合いをもち、利用者の声をくみとりながら企画・準備・運営を行っていきます。年間行事（お花見・観楓会・クリスマス忘年会・新年会）ほか、毎月定例でおこなっている誕生会やカラオケ、不定期で行っている買い物・ドライブ・外食・散歩・見学など、参加利用者のライフステージや障害特性に考慮しながら実施していきます。
イ　生産活動(作業体験)事業
　　　　　情報紙「らいふ」発送にともなう各種作業や、食事提供にともなう調理作業全般ほか、希望する利用者の意向に対応するべく環境や場面提供を行っていきます。
ウ　地域活動等事業
　　　　社会生活の適応性を高めるための日常生活動作やマナーの習得、利用者の自主的な活動の支援、地域との交流をはかるための場面提供などを行っていきます。
　　　　憩いの場所の提供・食事提供・入浴ランドリー・利用者ミーティングおよび学習・情報紙の定期発行・啓蒙活動など当年度も、ていねいに行っていきます。
　　
2 相談支援事業
地域活動支援センターⅠ型の基礎的事業にくわえて、専門職員を中心に医療・福祉および地域社会との連携強化のための調整や、障害に対する理解促進をはかるための普及啓発をめざしていきます。また、地域で生活する障害のあるひとびとや家族が、安心して日常生活や社会生活をおくることができるよう、各職員はよりいっそうの専門性や柔軟性を身につけて、対人援助技術のさらなる向上をめざします。
障害当事者や家族が日々の生活で直面する困り事を「聴き」「受け止め」解決のために一緒に行動していきます。
3 地域相談支援（地域移行支援および地域定着支援）
　　　　入所施設や精神科病院からの退所および退院に向けて、相談支援が必要なひとたちに対して関係機関と連携をはかりながら、地域移行に向けた必要な支援を行っていきます。また、地域生活を継続していくために必要な各種生活相談支援も行っていきます。
4 計画相談支援(サービス利用支援および継続サービス利用支援)

　　　　障害のある人たちや家族が抱えている課題の解決や、適切な社会資源の利用に向けて、ていねいな生活相談・支援をめざします。また、各種サービス提供事業所や行政をふくめた関係機関と情報共有・役割分担・連携を強化し、相談支援の充実をめざしていきます。
新規利用者への対応については、相談支援専門員不足のためワンストップの対応や担当を引き受けてくれる相談支援専門員の確保が難しい現状にあり、旭川市内における相談支援体制の大きな課題でもあるため、旭川自立支援協議会との協力体制を密に、課題解決に向けたとりくみを継続していきます。
5 就労継続支援事業（B型）
　　　　利用者が自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、利用者に対して就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、障害者の自立と社会参加の促進を図ることをめざして支援をすすめます。
　　　　利用者の安全確保と危機管理を念頭に、施設内外の整理整頓、環境整備を図ります。また、関係施設・機関との連絡調整を実施し、連携を図りながら、利用者が適切な支援を受けることができるよう個別支援計画を作成し、これに基づいて支援をすすめます。
ア：作業面
　　　利用者の障害特性や能力などを考慮し、多種多様な生産活動の場を提供できるよう努めます。生産活動を通じて社会参加の促進を図ります。
　　　焼き菓子の製造・販売及びパンの販売、下請け作業を中心に利用者自身が労働に意欲を強められるようなとりくみと環境作りに努めます。また、利用者同士で技術の伝達ができるよう支援を行うなかで、ともに働く仲間としての集団力の向上を図ります。
全体会議を行うなかで、クリスマスなど季節の行事に合わせた「フェア―」の実施を検討していきます。
イ：生活面
　　　利用者が地域において自立した日常生活または社会生活を営めるよう利用者の心身の状況に応じて必要な支援を個別支援計画に基づいてすすめます。また調理員を配置し、定期的に給食サービスを提供します。
　　あ）日常生活支援（洗濯・清掃等）
　　い）社会生活支援（買い物・外食・申請手続き等）
ウ：文化・スポーツ・レクリエーション活動
　　　これらの活動を知識及び能力の向上のための活動と位置づけ、利用者の声を取り入れて企画・準備・運営など利用者が主体的に活動を行えるよう支援をすすめます。
　　あ）レクリエーション活動（研修旅行・ソフトボール大会・花見・ボウリング等）
　　い）委員会活動（自治会・レクリエーション委員会・署名委員会等）
エ：相談・支援
　　　日常生活に関する利用者自身のさまざまな課題やニーズに対して必要に応じて相談及び支援を行います。
利用者が安心して定期的に通所できるよう、送迎サービスを行います。
（３）ＧＥＮＫＩＹＡ
当年度も、障害分野をはじめとする社会保障が劣悪に推し進められている情勢の中で、前年度以上に、利用者１５名・職員3名の総勢18名が集団の中で、刺激を受け、協力していきながら、効率性を重視し「実践・経営・運動」に努めていきたいと思います。
【労働保障・工賃保障】
①授産に関して売り上げ目標は、前年度同様月100万（1日5万円×稼働日数20日）と掲げ、工賃水準を保ちつつ、障害にあった作業ができるように、全体で話し合いながら、受注状況を判断しとりくんでいきます。
②月のＧＥＫＩＹＡ独自のイベントが、少ない人員体制へと変わってしまい前年度中断せざるをえない状況となってしまったため、今年度は再開する他、お祭り・各種行事等に積極的に参加していきます。（保育園のお祭り・市内行事等、イベントの参加についても検討していく）
③年々食材費の高騰が進む中で、仕入れ先への市場調査を徹底しておこないます。また包装関係は業者への価格見直しをおこない、工賃水準を保つために努めていきます。
④前年度は中止としましたが、今年度は顧客のニーズに合わせた商品を提供できるよう顧客アンケートを年１回実施したいと思います。
⑤仲間の就職に繋げるとりくみとして各関係機関との連携を図ることや、ハローワーク等における求人情報の提供、雇用促進フェアへの参加に伴う、面接・履歴書作成練習をおこなっていきます。
⑥販売によって人員体制が不十分になる経緯もあり、長期的にとらえながら、近郊企業への営業や企業向けチラシの作成をおこない、定期顧客を獲得し配達の効率化に努めていきます。
⑦あかしあ労働福祉センターが３０周年の記念すべき年であるため、地域に広げるとりくみとして、顧客へのサービスを検討し、今後も繋がりを継続させていく。
　【会議及び学習会・その他活動】


①全体会議においては、少しでも仲間の意見を引き出しやすくするために、事前に検討・協議事項を伝える他、グループワークを重視していくことや、プレゼンテーションの手法もとりいれ、集団として創りあげていきます。問題が発生した場合には、全体で活発な意見交換をおこない解決につなげていきます。
　　　②レクリエーションでは、仲間が中心となって企画をおこない、集団として個々の役割を果たしながら、最後までやり遂げることでの達成感や充実感を味わうことで労働意識・意欲の向上につなげていきます。また日頃の作業中には見られない仲間の潜在的な一面に着目していきます。
　　　③運動プログラムにおいて、前年度同様、集団スポーツをとおして、信頼・共感関係の構築をめざしていきます。また運動をとおして発達段階を考察する機会としていきます。
④聴覚障害のある仲間を主体に、コミュニケーションを重視した手話学習会を月１回設置し、他者との関わりをもつ機会づくりや他者の障害等における相互理解を深める場面づくりとして位置づけていきます。
⑤署名学習会を１２月～４月にかけて、月１回設置し、きょうされん国会請願署名・募金運動等、障害者運動に対して仲間とともに、地域に根ざしていけるように努めます。
⑥健康管理において、生活習慣予防等における理解を深める場として実践・体験を中心に、夏季休業前（健康診断結果を活用予定）・冬期休業前（ストレッチ等日常生活の中でとりくめる運動を予定）に健康に関する学習会を開催します。（年２回）
【仲間の発達保障】


①仲間のニーズを把握するために、必要に応じてアンケートや・個別面談を実施します。
②親の高齢化が進む中で、家族のニーズ、家庭内の様子を把握するために、家族参加型のレクリエーションを企画し、交流する機会を設置していきます。
③発達保障について学習を積極的におこないます。
④作業において、１人１個の得意作業を身につける事を目標に設置し、達成した喜びを仲間、職員ともに感じていける関係を築きながら、労働意識・意欲の向上につなげていきます。
【安全管理・危機管理】
①危機管理とし、職員会議はもちろんのこと、利用者全体会議においてもヒヤリハットを活用し、事故を未然に防げるよう努めていきます。
②食中毒やノロウイルス対策として、マスクの着用、手洗い・うがい徹底の他に、毎週２日（水・金）に塩素消毒をおこないます。
【その他】
　①仲間の重度化や高齢化に伴い、送迎に対するニーズの増加も見込まれていますが、職員の人員体制を整え、厨房内と販売・配達等、様々な場面に対応できるよう努めていきます。
≪２０１８年度　レクリエーション年間計画≫
（目的：集団的視点を重視し、相互理解を深めながら、労働意識・意欲向上につなげていく）
　人員体制により中止とする場合も考えられますが、随時検討しながらとりくんでいきます。
	4月
	➀新規職員歓迎会
➁メーデーに向けたグッズ製作
	10月
	紅葉＆温泉ドライブ

	5月
	
	11月
	➀陶芸教室
➁クリスマスリース製作

	６月
	研修旅行
	１２月
	➀買い物支援
➁仲間が創りあげる忘年会

	７月
	
	１月
	➀書初め
➁新年会（ボードゲーム等）

	８月
	
	２月
	雪像づくり

	９月
	絵画（きょうされんグッズコンクール応募に向けて）
	３月
	仲間が創りあげるごくろうさん会


≪２０１８年度　運動プログラム年間計画≫
（目的：スポーツをとおし、チームワーク等の集団的要素を重視したとりくみとして団結をめざし厨房内における作業での連携につなげていく）
　人員体制により中止とする場合も考えられますが、随時検討しながらとりくんでいきます。
	
	夏季プログラム
	
	冬季プログラム

	４月
	ウォーキング（お弁当対決）
	１０月
	ソフトバレー

	５月
	ソフトボール練習
	１１月
	ソフトバレー

	６月
	ソフトボール練習
	１２月
	

	７月
	
	１月
	

	８月
	ソフトボール大会＆温泉＆外食
	２月
	ボウリング

	９月
	パークゴルフ＆温泉（比布）
	３月
	


　（４）グループホームあかしあ
昨年度４月、せるぷコーポあかしあⅡが開設しました。グループホームは５か所になり、入居者は２０数名となりました。短期入所の利用者も１か月に述べ２０名程度を受け入れることが出来るようになりました。しかし、数名の入居希望者は受け入れる体制がとれず、月１、２回の短期入所利用に留まっています。また、看護師を配置することが出来ず、医療的ケアの必要な短期入所の希望者を受け入れることが出来ませんでした。職員体制は２０名以上、常勤職員も４名となりましたが、まだまだ体制は整っていません。５か所のグループホームの支援を充実するためにも、職員を更に増やし、希望者の受け入れのための体制を整えていきます。

1 それぞれのホームの計画

ア．グループホームあかしあ（東鷹栖）

実家へ帰省することが出来ず、長期の休みもホームで過ごす仲間もいます。「我が家」であるホームでは「個」の生活を尊重しながら、ホッとする場、明日へのエネルギー再生の場を目指します。そのために、より良い生活の質の向上と生活技術の獲得を進めます。また、充実した余暇が送れるような支援を行います。

イ． グループホームあかしあ旭町

　昨年度に入居者１名がせるぷコーポあかしあⅡに移動し、４名の入居者が暮らしています。毎週実家へ帰省する仲間もいますが、「ずっと安心して暮らし続けることができる」と思えるホームを作っていきます。また、月１回の利用者会議では、悩みや困りごとや、レクリエーションなどをみんなで考えることが出来るように進めます。
入居者は週１回、食事当番を行っています。職員とのコミュニケーションを図る時間として、食事作りだけではなく、後片付けもいっしょに行います。

ウ． グループホームあかしあ末広

全員が一人暮らしを目指しています。豊かな生活のためには、健康管理や金銭管理が出来ることも必要です。利用者会議では目標を出し合い、お互い励まし合い、一人暮らし実現を目指します。

エ． せるぷコーポあかしあ
せるコーポあかしあは、個別の住居となっています。みんなで集まれる機会は少ないのですが、休日や夜間には個々の交流があります。職員の不在時に些細なトラブルが発生することもあります。利用者会議では、一人ひとりの環境や状況を語り合い、自分だけではなく、相手も理解し、仲間同士で住みやすい環境が築けるような話し合いを行います。そのために、職員は工夫して職員会議を進める支援を行います。

オ． せるぷコーポあかしあⅡ
３名の仲間が暮らしています。昨年度はホームでの暮らしに慣れることを目標とし、今では落ち着いた生活を送ることが出来るようになりました。ことし当年度は、レクリエーションなども企画し、仲間同士の交流を図ります。

2 短期入所
昨年度は、希望者の家族から生活の状況などの聞き取りを行い、少しでも多くの入所希望に応えるための話し合いを行いました。しかし、未だに希望者全員を受け入れることが出来ていないのが現状です。また、日中の施設職員との連携の必要性を感じる一年でした。当年度は、利用希望に応えることが出来るよう、看護師を含む必要な職員の配置を行います。また、各課とも連携をより密にします。

3 移動支援

通院などの社会支援と余暇の支援を有償運送と公共交通機関を利用して行ってきました。
昨年度は、通院同行が必要な利用者が増えました。本人の状況を把握して同行することが必要です。各ホームや他施設とも連携していきます。
余暇の支援では、引き続き、利用者本人の希望を取り入れ、カラオケ、ボーリング、映画などの支援を行います。また、まつりや花見などは、必要に応じてグループ支援も行います。旭川アカシア会のプール参加の支援も行います。

4 健康管理
各ホームでは、栄養のバランスのとれた食事を提供しています。甘味飲料水の飲みすぎや、間食を摂りすぎてしまい、健康を害している仲間もいます。健康を維持できる「食」をいっしょに学んでいきます。

5 文化・スポーツ・レクリエーション活動

当年度も、移動支援による個人の余暇を大切にすることと同時に、スマイル会などによる集団での余暇活動にも取り組みます。スマイル会では、毎年、市外へのレクリエーションも企画します。当年度は東京へ行くために積立を３年前から行っています。仲間が中心に、楽しい旅行となるよう企画します。
毎年恒例の一泊旅行、焼き肉（8月）、新年会（1月）もホーム合同で行います。
各ホームのレクリエーションはそれぞれのホームで計画します。

6 職員会議・研修

昨年度同様、職員会議、ホーム連絡調整会議、ホーム毎のモニタリング会議をそれぞれ月１回行います。また、必要に応じて常勤職員会議を行い、各ホームの状況を共有し、連携しながら運営します。

日々の支援をより充実させるため、職員会議には研修を行います。また、必要な外部研修にも参加します。

（５）デイアクティビティセンターあかしあ（ＤＡＣ）
　
デイアクティビティセンターあかしあ（ＤＡＣ）は、利用者が安心して通所できる施設として、作業・活動・訓練・入浴をメインに利用者のニーズ、障害の状態等に応じた支援を通して、楽しい雰囲気の中で穏やかな通所生活が送られるよう支援していきます。また一人ひとりの個性や可能性を最大限に伸ばすことを目標にしていきます。

当面する養護学校の卒業後の進路のニーズへの対応を基本としつつ、利用者の高齢化に伴うニーズ等、多様な利用者に対する様々なニーズに可能なかぎり対応できるよう運営していきます。

〔入浴面〕

　　　　安全で楽しく入浴できるよう、衛生面、介助方法等に注意しながら支援していきます。

衛生面ではレジオネラ菌等の感染予防に努め、介助方法においても、利用者の立場になって支援していきます。入浴中のなにげない、一つひとつの表情や変化を大切にします。

入浴時は特に安全に配慮するため、利用者個々の注意事項や配慮すべき点、また健康状態の把握など利用者と関わりを持つ職員への全体的な引き継ぎを日々の業務のなかで徹底して行います。

　〔活動面〕

　　　　本人が主体的に活動に参加し、意欲向上が図れるよう、日々の言動、行動、心理面、感性を洞察しながら、個々の能力が発揮できるよう工夫、考慮しながら支援してきました。特に年中行事や季節に合わせ、畑作りやプール活動、初めての紅葉レクも行いました。少しでも季節感やさまざまな経験ができる活動展開に努めました。今後も利用者の要望を第一に楽しんでもらえる活動をめざします。　

　　　　そのため、内容は引き続き、月単位で計画し、利用者、職員で意見を出し合い内容を明確に、随時見直しながら利用者が主体的に活動できるようにしていきます。

〔作業面〕

主な作業として自主製品の製造・台紙作り・ラベル貼り・袋詰めラッピング、様々な企画・販売などを行っております。作業においては、利用者の自主性やその日の体調面を考慮し、作業に参加出来るよう工夫をしてきました。一人ひとりの能力に差はありますが、自助具や作業環境を見直し、その人の力を最大限に発揮出来るよう工夫をしてきました。

さらには、適材適所の役割分担を心がけ、ひとつの作業における工程を細分化し、利用者にとってやりがい
を感じられるような作業を提供してきました。

その結果、利用者にとって人との関わりや、労働後の程良い疲労感を感じられ、労働による発達の保障に、作業はなくてはならないものとなりつつあります。最近では利用者にとって自分の仕事として認められつつあるようです。

今後の展開としては、授産製品の製造と販売を利用者と共に行い、さらに販路を拡大する事を目標に、安定した工賃を保障すること、それにより働くことをより生活の一部とし、利用者のＡＤＬの向上をめざしていきたいと考えます。

※以下はＤＡＣにおける主な作業

（クラフト作業全般
ヘアアクセサリー　ヘアピン　ヘアゴム　お祝い袋　ポチ袋　ストラップ　ケータイケース　　クルミボタンマグネット　クルミボタンクリップ　動物園グッズ　ブレスレット　ブックカバー　レジンバックチャーム　レジンキーチェーン　など

〔医療的ケア面〕

· 個別的に必要な医療的ケアを行います。家族や必要時は主治医等と連携・相談を行い、個々の身体状況に合わせたケアの実施に努めていきます。

・健康管理

· 家族からの情報や個々の日々の様子や表情・症状等から、精神的・身体的変化を観察し、適切なケア・対応ができるよう心がけていきます。

・栄養と水分補給

· それぞれの摂食機能に合わせ、安全と食べやすさに配慮した食事の提供が出来るよう、家族・調理課と連携・相談を行っていきます。また、食事や水分摂取の際の介助方法や工夫、時間の調整を行い、食事の楽しみを維持できるような支援を心がけていきます。

・感染対策

· 日常的に介助介入前の手洗いや手指消毒・処置施行時のマスクやエプロンの着用、清潔な環境整備と、入浴後の浴室の洗浄と消毒、また、入浴時の感染対策に配慮していきます。

・安全で安楽な環境

○　一人ひとりの身体状況に合わせた、安全・安楽な生活環境の整備を心がけます。とくに活動・作業・休憩・入浴等それぞれのシーンにより、個々の身体状況に合わせたより良い環境づくりを心がけます。

[訓練面]

　　　前提条件として安全・安楽に当施設での日常生活を送れるよう支援を行い、その上で本人とご家族のニーズを聴取していく。聴取したニーズと身体状況や環境条件等を併せて検討し、その中で実現可能かつ本人負荷量や介助量軽減に繋がる様な支援を実施していく。

　　　新年度からの新規利用者に対しては本人が安心して生活を送れるような環境整備と信頼関係の構築を当面の目標としつつ、新規利用者に対する安全な介助法の周知徹底や障害理解へ繋がる勉強会を実施する。

（６）共通事項

①教育研修活動
　　　法人にとって、教育研修活動は組織の将来の命運を決定づける人材育成のための当面する最重要課題に位置づけ、重視してとりくみます。そのため、当年度より教育研修委員会を再構成し、教育研修活動の企画推進を図ります。
　　・新任職員研修
　　　　当年度はプログラムの内容を一部変更して実施します。
　　・中堅職員研修
　　　　　職員の組織性と専門性の向上を集団的に底上げするために、中堅職員のスキルアップは欠かせない課題です。そのための研修を実施します。
　　・管理職研修
当年度は大がかりと言っても良い管理職の就任人事が行われます。そのため、管理者及び主任研修を実施します。
　　・実践報告会議
     　集合研修は全職員が一堂に会して学び、実践の到達を共有する貴重な場です。そのため、当年度も２回開催し、うち１回は虐待防止研修を兼ねて開催します。
　　・外部研修
　　　　Ｏｆｆ-ＪＴ（職場外研修）は、客観的な情報から学ぶとともに、外部との交流を図り、自己・内部点検を行うことに目的がありますが、当年度もきょうされん主催研修を中心に積極的に参加します。

②虐待防止体制
　　　　虐待防止規程に基づく虐待防止委員会は、連絡調整会議を兼ねて開催します。
③苦情受付体制

	施設名
	苦情受付担当者
	苦情解決責任者
	第三者委員

	あかしあ労働福祉センター第１作業所
	仁木景子
	森田　忍
	畑地雅之

（弁護士）

能登谷亜砂子
（法人監事）

横山美英子

（家族会役員）

	あかしあ労働福祉センター第２作業所
	堀内律子
	
	

	あかしあ労働福祉センター第３作業所
	村山由布
	
	

	デイアクティビティセンターあかしあ
	山浦幸喜
	高野貴弘
	

	あかしあ障害者総合相談支援センター

　相談支援事業

　地域活動支援センター（Ⅰ型）

　就労継続支援事業（Ｂ型）
	佐々木久美

青山奈津子
	植田香美
	

	ＧＥＮＫＩＹＡ
	磯部伸尭
	松浦　健
	

	せるぷコーポあかしあ
	紙谷純子
	北　村　典　幸
	

	せるぷコーポあかしあⅡ
	
	
	

	グループホームあかしあ
	
	
	

	グループホームあかしあ旭町
	
	
	

	グループホームあかしあ末広
	
	
	


3． その他
（1） 法人運営
1 日常的な法人運営は、理事のうち常勤職員で構成する常勤理事会を開き、法人としての事業推進を図るとともに、法人事業推進と施設間の情報共有のために連絡調整会議を開きます。
2 後援会とともに資金づくりを推進します。

3 当年度も社会保険労務士事務所と契約し、より適正な労務管理を推進します。また、産業医は当年度も旭川がん検診センターに委嘱します。
（２）きょうされん運動の前進を
①きょうされん全国役員の選出
前年度に続き、林　優子さん（あかしあ労働福祉センター第１作業所利用者）及び北村理事長をきょうされんの全国役員として派遣します。
②北海道支部役員・運営委員の選出
当年度も、支部役員に加えて複数の運営委員を選出し、きょうされん北海道支部及び道北ブロックの活動を推進します。
③組織拡大

国会請願署名・募金運動や賛助会員の拡大など、一人ひとりの関係者が運動への自覚と責任をもってとりくんでもらうよう、より積極的にはたらきかけます。
（３）施設整備
　前年度に引き続き、あかしあ障害者総合相談支援センターの新築と一時移転の準備をすすめます。
　
（４）その他
①基調方針にも記したように、事業創設３０周年記念事業（祝賀会、第１３回あかしあまつり）を挙行します。
②当年度も、旭川大学（保健福祉学部・短期大学部）の非常勤講師として北村理事長を派遣し、地域の人材育成に貢献するとともに人材発掘に努めます。
③ホームページを更新するとともに、引き続きＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）を活用し、法人内外に向けての広報と情報の発信・共有を図ります。
④利用者対象の健康診断及び職員対象の健康診断並びにストレスチェックを実施します。
⑤職員向けの「あかしあ通信・業務版」を頻発し、業務課題の周知などを行います。
４．２０１８年度年間日程（共通事項のみ）

	２０１８年４月
	４０周年記念祝賀会（４月７日）

	５月
	監事監査（決算監査）きょうされん第４１回総会（５/２３・東京）　
第４１次国会請願行動（５/２４・東京）

	６月
	事業報告書作成/第１回実践報告会議（６/１５）

	７月
	３０周年記念・第１３回あかしあまつり（7/7/+7/14　振替休業7/17）　

	８月
	夏期休業（８/１３～１６日）

	９月
	

	１０月
	

	１１月
	

	１２月
	冬期休業（１２/３１～１/４）

	２０１８年１月
	仕事始め（１/７）/オープンバザール２０１９(１/９～１０)

	２月
	監事監査/第２回実践報告会議（２/２２）

	３月
	次年度事業計画及び予算決定

	４月
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